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謹
賀
新
年 

 

令
和
七
年 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
は
、
ご
家
族
揃
っ
て
、
穏
や
か
な
新
春
を
、
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
七
年
は
、
西
暦

2
0

2
5

年
、
昭
和
で
は

1
0

0

年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
、
平
成
、
令
和
と 

 
 

年
号
が
替
わ
り
、
そ
の
間
、
日
本
で
は
、
昭
和
に
は
大
き
な
戦
争
が
あ
り
、
平
成
に
は
大
き
な
地
震
と

津
波
が
あ
り
、
令
和
に
は
大
き
な
感
染
症
が
あ
り
、
昨
年
の
元
旦
に
は
、
再
び
大
き
な
地
震
と
津
波
、

水
害
や
土
砂
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
同
じ
よ
う
な
悲
惨
な
出
来
事
が
続
い

て
い
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
昨
年
末
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
、
平
成
十
六
年
の
宿
南
の
水
害
の
記
録
の
特
集
番
組
が

あ
り
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
「
い
ざ
と
い
う
時
、
ま
ず
は
自
助
。 

 

そ
し
て
、
隣
、
近
所
と
の
共
助
が
で
き
る
関
係
づ
く
り
が
大
切
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

大
変
な
事
を
体
験
し
た
人
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
大
切
な
こ
と
を
思
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

宿
南
地
区
自
治
協
議
会
と
は
、
正
に
、
宿
南
に
住
む
一
人
一
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
く

組
織
で
す
。
そ
の
一
人
一
人
の
意
識
が
宿
南
地
区
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

昨
年
、
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
行
事
を
減
ら
す
方
が
良
い
。
」
と 

い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
行
事
に
関
わ
る
人
た
ち
が
、
高
齢
化
し
た
り
、
人
が
少
な
く
な
っ
た
り 

し
て
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
「
や
ら
さ
れ
る
行
事
」
は
最
小
限
に
、
「
や
り
た
い

と
思
え
る
行
事
」
は
積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
で
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と 

思
い
ま
す
。
昨
年
は
、
宿
南
地
区
内
の
恒
例
事
業
は
、
秋
の
運
動
会
が
天
候
不
良
で
中
止
に
な
っ
た 

以
外
は
、
概
ね
順
調
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
陰
に
あ
っ
た
各
事
業
担
当
の

皆
さ
ん
の
協
力
と
努
力
の
賜
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
今
年
度
の
事
業
運
営
で
感
じ
た
こ
と
は
、
今
ま
で
に
な
く
皆
さ
ん
の
一
体
感
や
、
前
向
き

に
取
組
も
う
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
概
を
感
じ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
様
に
地
区

の
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
、
多
く
の
人
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
て
交
流
で
き
る
こ
と
が
体
験
で
あ
っ
て
、

そ
こ
か
ら
感
じ
ら
れ
る
大
切
な
こ
と
に
気
づ
け
る
貴
重
な
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
何
も
し
な
い 

 
 

よ
り
も
、
行
動
を
起
こ
し
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
展
開
が
生
ま
れ
て
く
る
と
、
私
は
信
じ
て 

い
ま
す
。 

今
年
度
、
自
治
協
議
会
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

1
0

年
先
に
向
け
た
行
動
計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、

計
画
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
か
ら
、
一
年
毎
の
活
動
が
積
み
重
な
っ
て

1
0

年
後
の 

結
果
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
、
こ
の
一
年
が
宿
南
地
区
の

1
0

年
先
の
未
来
を
作
っ
て

い
く
第
一
歩
と
し
て
、
有
意
義
で
価
値
の
あ
る
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

宿
南
地
区
自
治
協
議
会 

会
長 

維
田
浩
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本
年
も
よ
ろ
し
く 

 



         

草庵先生紹介 

 

 日記 ７１ 

 

長く鎖国をしていた日本だが、アメリカの要求に従い下田と函館を開港した。さらに、他の国も開港を

求めてきた。これに賛同する者、反対する者で日本国内は騒然としてきていた。そんな時、池田草庵は 

塾生を連れて豊岡に出かけた。 

「講義は『孟子』。検読１人、授読１人。『兵要録』を読む（中略）。午後、塾生を４，５人連れて豊岡に

行く。この日は福田村の木築氏宅に泊まる」（嘉永７〈１８５４〉年８月８日） 

豊岡に出かける前に読んでいる「兵要録」。これは江戸時代の初めに書かれた兵法の書物である。   

そして、豊岡に着いて知人などを訪ねてから３日後の日記にはこうある。「今日は豊岡藩士の練兵を見る」

（同１１日） 

豊岡藩士が軍事訓練をするのを見学したのだ。この年の５月に草庵は「時務六策」を書いたが、その中

で「外国は軍艦や大砲を持っているが我が国は弓馬刀が中心だ」と心配していた。幕府を始め全国の各藩

は、軍事力の強化を急いでいた。大砲や小銃を備えたり、洋式の軍事訓練を実施したりしていた。草庵は

それを実際に自分の目で確かめたのだ。 

 国の外からの大きな圧力も心配事だったが、この年は国内で地震がよく起こっている。「午前４時ごろ 

地震。朝方また揺れる。明けてからまた少し揺れる」（同６月１５日）。これは伊賀上野地震と呼ばれる。

続いて、「午後１０時ころ地震」（同２１日）と書いている。また１１月になると「（前略）今日の朝、８時

ごろ大地震」（１１月４日）、そしてその翌日も「（前略）夕方、また大地震」（同５日）。青谿書院周辺には

被害はなかったようだが、これらの地震は安政東海地震、安政南海地震とそれぞれ呼ばれ、被害も大き 

かった。草庵にとっても、外国からの圧力、国内の災害などからの心配事が続いた年であった。 

 この嘉永７年は、１１月２７日をもって，天変地異や災害などを理由とした改元が行われ年号は安政と

なった。新しい年号にして国の内外からの心配事を一新しようという期待も込められていたのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お
知
ら
せ 

１月１５日（水）体育部部会 １６日（木）２０日（月）喫茶ひまわり 新春企画 

１月２７日（月）文化部部会 １月２９日（水）福祉部部会  

２月１６日（日）ボウリング大会（別紙 配布） 

クリスマス会を開催しました 

１２月２２日（日）ふれあい倶楽部ホールで、みぞれの降る寒い日でしたが多世代の４８人参加で開催

しました。出演は地元音楽愛好家の皆さんにお願いし、クリスマス関連の演奏、参加者全員で歌唱した

り、参加者の中の小学生５人による「喜びの歌」、大人６人の「きらきら星」をハンドベルで演奏しまし

た。タンバリン・カスタネット・鈴・トライアングルのリズムも入り皆で楽しい時間を共有しました。 

ティータイムでは、ショートケーキやお茶菓子を食べ、喫茶ひまわりのおいしいコーヒーをいただき 

（子供はジュース）おしゃべりをしながら過ごしました。最後に来年が良い年になるように「お正月」を

歌って終了しました。外は寒かったですがホールの中とても暖かったです。 

全国の各藩は軍事力の強

化を急いでいた。豊岡藩

の洋式の軍事訓練を見学

する草庵は幔幕（まんま

く）の右側から３人目 

宮崎和夫さん作 

池田草庵先生に学ぶ会 

お詫び 

紙面の都合により 

身近な植物シリーズ

は、お休みします。 


